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【評価点】 
〇総合評価点  10.0 点中 8.0  点 
 
【評価委員会のコメント】 

※事後評価にあたり、様々な視点からご意見をいただいておりますため、委員によって意見が異なることもございます。 

下記はそれらの意見を個別に転記したものであり、評価委員会として議決した統一見解ではありません。 

なお、弱みのコメントに「○」がついている照会事項項目については、令和２年３月２７日（金）正午までに事務連絡に示す

革新的医療技術創出拠点プロジェクト担当窓口までに、回答書を e-mail にて返信ください。 

＜強み（評価できる点、推進すべき点）＞ 
・田辺三菱製薬社が健常人を対象とした国内の第Ⅰ相試験を実施中であり、重篤な有害事象は認

められていない。また、 米国においても外傷性脊髄損傷患者を対象とした第Ⅰ相試験 を 実

施中。 

・PMDA との相談等に基づき、前臨床試験を完了した。また、企業への導出も行われ、当該企業に

おいて日米において治験が開始されている。 

・企業導出がででき、当初よりも早く開発を進められていることは高く評価できると考えます。

特に、国内では第Ⅰ相試験の実施、US においての第Ⅰ相試験実施は特筆すべき事項と考えま

す。  

・国内外において、臨床開発が開始されており十分な成果である。今後の進展が期待される。 

 
 


